
 参考資料12(第２１号議案：上下水道課) 

令和３年度ふじみ野市下水道事業会計予算の概要 

１ 総括 

本予算は、令和３年度の下水道事業に係る予算について編成を行いました。 

２ 業務の予定量は、次のとおりです。 

(1) 水洗化戸数 ５０，４９９戸 

(2) 年間総排水量 １５，３１９，３０２㎥ 

(3) 一日平均排水量   ４１，９７０㎥ 

(4) 主要な建設改良事業

ア 汚水施設整備事業  ７２，０５８千円 

イ 雨水施設整備事業  ６６，０５２千円 

ウ 流域下水道事業 １０５，８９７千円 

３ 予算規模 

(1) 収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりです。

収入

下水道事業収益 １，８１５，４１０千円 

営業収益 １，３６８，６４９千円 

営業外収益 ４４６，７６０千円 

特別利益  １千円 

支出 

下水道事業費用 １，６２８，３３１千円 

営業費用 １，５４５，４６１千円 

営業外費用  ６９，８７０千円 

特別損失  ３，０００千円 

予備費  １０，０００千円 

(2) 資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりです（資本的収入額が資本的

支出額に対し不足する額２０１，３９５千円は、過年度分損益勘定留保資金

１８３，２５９千円及び当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額１

８，１３６千円で補塡します。）。

収入

資本的収入 ２４２，５５１千円 

企業債 １９６，０００千円 

負担金   ２，４６０千円 

他会計負担金及び補助金   ３９，３９１千円 

国庫補助金  ４，７００千円 

支出 



 

資本的支出         ４４３，９４６千円 

建設改良費        ２４４，００７千円 

企業債償還金       １９９，９３９千円 

４ 起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、次のとおりです。 

起債の目的 限度額 起債の 

方法 

利率 償還の方法 

公共下水道

事業 

９０，２００ 

千円 

普通貸借

又は証券

発行 

３．０％以

内 。 た だ

し、利率見

直し方式で

借り入れる

資金につい

て利率の見

直しを行っ

た後におい

ては、当該

見直し後の

利 率 と す

る。 

政府資金についてはそ

の融資条件により、銀

行その他の場合にはそ

の債権者と協定するも

のによる。ただし、企

業財政の都合により据

置期間及び償還期限を

短縮し、又は繰上償還

し、若しくは低利に借

り 換 え る こ と が で き

る。 

流域下水道

事業 

１０５，８００ 

千円 

同上 同上 同上 

計 １９６，０００ 

千円 

   

５ 予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、営業費用、営

業外費用及び特別損失の間の流用とします。 

６ 次に掲げる経費については、その経費の金額を、それ以外の経費の金額に流

用し、又はそれ以外の経費をその経費の金額に流用する場合は、議会の議決を

経なければなりません。 

(1) 職員給与費     ９３，００８千円 

７ たな卸資産の購入限度額は、３，４６５千円です。 

８ 主要施策の状況 

(1) 下水道全体計画に基づき、市街化調整区域の公共下水道（汚水）未普及地

区について整備を進めるにあたり、公共下水道（汚水）管渠実施設計業務委

託を行います。（大井・苗間地区、駒林地区、川崎地区） 

予算額 15,708 千円（国庫補助対象・補助率２分の１）（新規） 

(2) 長期予測を踏まえた改築費用の平準化を図るため、ストックマネジメント

点検調査等業務委託を行います。 

予算額 22,000 千円（国庫補助対象・補助率２分の１）（継続） 



 

(3) 平成２９年台風第２１号及び令和元年東日本台風により江川流域都市下水 

路下流部で発生した内水浸水の被害の再発防止を図るために行う、（仮称）

川越江川川崎調整池関連事業の一環として、測量調査及び土質調査業務委託

を行います。 

                   予算額 43,230 千円（新規） 

 


